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女女性性部部レレククレレーーシショョンン大大会会
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
九
月
二
十
六
日
、
中
央
公
園
市

民
体
育
館
（
五
島
市
三
尾
野
町
）
に
て
Ｊ
Ａ
ご
と
う

女
性
部
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
部
員
や
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
百
二
十
名
が
参

加
。
大
会
は
『
き
ず
な
の
力
』
音
頭
で
始
ま
り
、
風

船
割
り
競
争
や
借
り
人
競
争
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
で
同
部
の
鶴
川
栄
子
部
長
は
「
今
日
の
よ
う

に
多
く
の
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
機
会
は
少
な

い
の
で
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日

頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
頂

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

大
会
は
怪

我
な
く
楽
し

く
順
調
に
進

み
、
同
部
の

更
な
る
活
動

の
活
性
化
を

願
っ
た
万
歳

三
唱
で
閉
会
。

笑
顔
の
絶
え

な
い
賑
や
か

な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

「きずなの力」音頭 練習中…

思
い
切
り
が
大
切
、
風
船
割
り
競
争

パン（だけじゃない）食い競争

二択クイズ
難易度高く早期決着。
まだまだ問題ありましたが…

お楽しみ抽選会

更なる活動活性化へ

該当者を探し、一緒に指令をこなして仲良く
ゴール。借り人競争

みんなで輪になり踊る、一体感

♪明日 輝くために♪
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AA
ささ
がが
女女
性性
部部
とと
交交
流流

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
九
月
七
日
、
研
修
を
目
的
と
し
て
来
島
し
た

Ｊ
Ａ
さ
が
女
性
部
役
員
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
さ
が
女
性

部
御
一
行
は
島
内
を
巡
り
、
昼
食
に
は
三
井
楽
町
の
『
ま
ん
ま
』

に
て
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
が
作
っ
た
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
さ
が
女
性
部
の
方
は
「
地
産
地
消
の
素
晴

ら
し
い
食
材
、
素
晴
ら
し
い
料
理
に
感
激
し
た
」「
椿
の
寿
司
は

素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
、
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
料
理
を
作
っ

て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
料
理
は
食
べ
た
こ
と
が
な
い
」
な
ど
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
は
「
一
泊
二
日
で
は
五
島
を
堪
能
し
き
れ

な
い
、
短
く
て
も
二
泊
は
し
な
い
と
。
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ん
に
紹
介

し
た
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
」「
来
島
時
期
に
つ
い
て
は
四
季

折
々
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
が
あ
り
、
い
つ
訪
れ
て
も
楽
し
め
る
」
と
熱

く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
交
流
し
た
時
間
は
長
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
互

い
に
良
い
刺
激
を
受
け
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
九
月
六
日
、
親
子
の
つ
ど
い
と

し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で

本
店
集
荷
所
内
に
て
実
施
し

ま
し
た
。

お
よ
そ
三
十
名
が
参
加
。

新
鮮
、
お
い
し
い
五
島
産
食

材
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
堪

能
。
食
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

親
子
の
つ
ど
い

高浜にて

夏の終わり間近のかき氷

料理でおもてなし

楽しくビンゴ！

最
後
の
仕
上
げ
を
す
る

Ｊ
Ａ
さ
が
女
性
部
の
皆
さ
ん
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俊
輔
さ
ん
は
父
の
光
昭
さ
ん
と
と
も
に

繁
殖
牛
六
十
頭
を
飼
育
、
水
稲
一
㌶
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

目
の
前
の
こ
と
に
真
っ
直
ぐ
に

高
校
卒
業
後
、
鹿
児
島
の
農
業
大
学
校

へ
進
学
、
昨
年
三
月
に
卒
業
し
帰
郷
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

志
は
早
く
「
子
供
の
頃
か
ら
牛
が
好
き

で
、
小
学
校
の
卒
業
文
集
に
（
将
来
畜
産

農
家
に
な
る
こ
と
を
）
を
書
い
て
い
た
。

小
学
生
の
頃
か
ら
よ
く
手
伝
い
を
し
て
い

た
し
、
学
校
が
休
み
の
時
に
せ
り
が
あ
れ

ば
弟
と
一
緒
に
父
に
つ
い
て
い
っ
た
」
と

俊
輔
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

高
校
で
は
陸
上
競
技
に
専
念
、
先
日
の

五
島
列
島
夕
や
け
マ
ラ
ソ
ン
（
ハ
ー
フ
）

に
も
参
加
「
今
年
は
あ
ま
り
練
習
で
き
ず

昨
年
よ
り
も
タ
イ
ム
が
落
ち
一
時
間
二
十

二
分
だ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
す
。

高
校
を
卒
業
し
鹿
児
島
の
農
業
大
学
校

へ
進
学
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
畜
産
農
家

に
な
る
た
め
で
「
候
補
は
鹿
児
島
の
他
に

北
海
道
と
宮
崎
が
あ
っ
た
が
、
施
設
が
日

本
一
と
聞
く
鹿
児
島
へ
決
め
た
」
と
話
し

ま
し
た
。
鹿
児
島
で
の
二
年
間
に
つ
い
て

「
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
農
家
さ
ん
と

は
今
で
も
連
絡
を
取
り
、
情
報
交
換
を
し

て
い
る
。
行
っ
て
良
か
っ
た
」
と
人
脈
が

広
が
っ
た
こ
と
を
鹿
児
島
で
の
収
穫
の
第

一
に
語
り
ま
し
た
。

質
を
高
め
て
い
き
た
い

現
在
、
俊
輔
さ
ん
は
牛
舎
の
管
理
に
つ

い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
任
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。「
牛
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、

自
分
が
生
活
す
る
な
ら
？
」
を
念
頭
に
置

い
て
行
う
清
掃
作
業
で
、
牛
舎
内
は
取
材

し
た
記
者
の
素
人
目
で
は
あ
り
ま
す
が
非

常
に
き
れ
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
「
肥
満
で
は
な
く
、

草
で
腹
を
作
っ
た
�
大
き
な
牛
�
が
肥
育

農
家
で
伸
び
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
肥

育
農
家
に
喜
ば
れ
る
牛
を
作
り
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

五
島
の
畜
産
業
が
若
い
力
の
押
し
上
げ

で
活
気
づ
き
、
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽爽ややややややややややややややややややややややややややややややややややかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかでででででででででででででででででででででででででででででででででで頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼ももももももももももももももももももももももももももももももももももししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
五島市岐宿町
き ど しゅんすけ

木戸 俊輔さん（22）NO．65
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1区 若雌の1
長崎県の和牛共進会が行われる

10月29日時点で14ヶ月齢以上17ヶ
月齢未満の雌牛が対象。出品され
た7頭すべてが五島牛の特長であ
る発育の良さに優れており、難航
した審査の結果、代表牛3頭が選
出されました。

平
成
二
十
七
年
度

長
崎
県
和
牛
共
進
会

五
島
地
区
代
表
牛
選
考
会

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
九
日
開
催
。

代
表
牛
は
十
月
二
十
九
日
開
催
の
長
崎
県
和
牛
共
進
会
へ
出
品
さ
れ
ま
す
。

2区 若雌の2
長崎県の和牛共進会が行われる

10月29日時点で17ヶ月齢以上20ヶ
月齢未満の雌牛が対象。出品され
た7頭すべてが非常に良い出来で
審査員を悩ませました。結果、3
頭の代表牛が選出されました。

1産以上の雌牛が対象。県の共進会には3頭1組として出品さ
れます。よって代表牛は良い牛かつ3頭が似ていることが重要。
6頭が出品され、審査の結果、3頭の代表牛が選出されました。

3区 繁殖雌牛郡

高等登録又は高等登録の資
格がある母牛と娘牛2頭ある
いは娘牛と孫牛の3頭1組で
出品。条件を満たす組が少な
く今回は1組のみの出品とな
りました。

4区 高等登録郡 ※高等登録とは血統、体格などの資格条件を満たした牛のことで最も高次の登録区分です。

名

号：

ま
つ
ひ
ら

出
品
者：

山
下
松
則

（福江）

名

号：

第
4
つ
ば
き

出
品
者：

葛
岡
栄

名

号：

第
3
つ
ば
き

出
品
者：

葛
岡
直
也

名

号：

つ
ば
き

出
品
者：

葛
岡
栄

（三井楽）

（三井楽）

名

号：

あ
い
こ

出
品
者：

平
康
明

（富江）

名

号：

と
も
え

出
品
者：

木
場
兵
次

（山内）

名

号：
は
ま
こ

出
品
者：

出
口
弘
美

（福江）

名

号：

あ
い
か

出
品
者：

山
下
正
人

（三井楽）

名

号：

は
ま
ゆ
う

出
品
者：

濵
出
寛
治

（本山）

名

号：

ゆ
う
き

出
品
者：

野
口
兼
幸

（崎山）

名

号：

ふ
く
た
ろ
う

出
品
者：

萩
里
健
児

名

号：

み
よ
こ

出
品
者：

平
康
明

（富江）
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当
Ｊ
Ａ
は
九
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、
五

島
家
畜
市
場
で
平
成
二
十
七
年
九
月
期
せ
り
市
を

開
催
し
ま
し
た
。
一
九
三
戸
の
畜
産
農
家
が
子
牛

五
一
三
頭
、
成
牛
四
十
七
頭
、
計
五
六
〇
頭
の
黒

毛
和
種
を
上
場
し
ま
し
た
。
子
牛
五
一
三
頭
の
平

均
取
引
価
格
は
六
十
七
万
二
二
二
〇
円
（
前
回
比

四
・
三
％
高
）、
成
牛
四
十
七
頭
の
平
均
取
引
価

格
は
三
十
八
万
三
二
一
六
円
（
前
回
比
十
二
・
五

％
安
）
で
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
同
Ｊ
Ａ
の
橋
詰
覺
組
合
長
は

「
枝
肉
共
励
会
に
お
い
て
、
五
島
産
素
牛
が
好
成

績
を
収
め
た
こ
と
に
よ
り
、
五

島
産
素
牛
の
評
価
が
高
め
ら
れ
た
」
と
関

係
者
へ
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
畜
産
部

担
当
者
は
「
前
回
（
七
月
期
）
同
様
、
体

重
に
バ
ラ
ツ
キ
が
見
受
け
ら
れ
、
雌
子
牛

に
つ
い
て
は
平
均
体
重
が
適
正
出
荷
体
重

（
二
六
〇
㌔
）
に
達
し
な
か
っ
た
。
価
格

は
好
成
績
だ

が
、『
相
場

高
』
の
現
状

を
忘
れ
ず
次

回
に
向
け
改

善
に
取
り
組

み
た
い
」
と

次
回
に
向
け

て
意
気
込
み

を
語
り
ま
し

た
。

九
月
五
日
、

Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー

ト
フ
ー
ズ
㈱
九

州
支
社
に
て
開

催
さ
れ
た
第
三

十
九
回
九
州
管

内
系
統
和
牛
枝

肉
共
励
会
に
お

い
て
、
長
崎
県

が
団
体
優
勝

（
八
年
ぶ
り
二

度
目
）
し
ま
し

た
。
出
品
牛
十

七
頭
す
べ
て
が

最
高
級
の
五
等

級
と
い
う
成
績

は
、
同
共
励
会
は
じ
ま
っ
て
以

来
二
度
目
の
快
挙
で
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
出
荷
者
に
よ

る
出
品
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

長
崎
県
出
品
牛
十
七
頭
の
う
ち

五
島
産
素
牛
は
五
頭
で
団
体
優

勝
に
大
き
く
貢
献
。
共
励
会
全

体
で
は
五
島
産
素
牛
八
頭
が
出

品
さ
れ
七
頭
が
五
等
級
と
五
島

産
素
牛
の
評
価
を
高
め
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

中
高
年
に
な
る
と
、
メ
タ
ボ
体
形
や
生

活
習
慣
病
な
ど
、
健
康
が
気
に
な
っ
て
く

る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
脂
肪
を
控
え
る

た
め
お
肉
を
避
け
た
り
、
極
端
な
食
事
制

限
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
女

性
も
、
ス
タ
イ
ル
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、

大
切
な
タ
ン
パ
ク
質
源
で
あ
る
お
肉
を
口

に
せ
ず
、
サ
ラ
ダ
だ
け
食
べ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
食
生
活
の
偏
り
が
、

逆
効
果
を
招
い
て
い
ま
す
。
痩
せ
る
た
め

に
お
肉
を
避
け
た
食
事
を
続
け
る
と
、
良

質
の
タ
ン
パ
ク
質
が
取
れ
な
く
な
り
、
筋

肉
が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
筋
肉
量
が
少

な
く
な
る
と
、
基
礎
代
謝
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

減
る
の
で
、
痩
せ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
わ
け
で
す
。
ま
た
、
極
端
な
食
事

制
限
を
続
け
て
い
る
と
、
中
高
年
も
若
い

女
性
も
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
筋
肉
の
減
少
を
防
ぎ
、
鉄

欠
乏
性
貧
血
を
予
防
す
る
に
は
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
の
は
、
牛
肉
の
赤
身
で
す
。

牛
肉
の
赤
身
は
脂
肪
分
が
少
な
く
、
良
質

な
タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
で
す
。
腸
で
吸
収

さ
れ
や
す
い
性
質
を
持
つ
ヘ
ム
鉄
も
た
く

さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
吸
収
率
の
良
い

ヘ
ム
鉄
は
、
血
液
や
お
肉
の
赤
い
色
と
も

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
肉
の
色
は
、
天
然

の
色
素
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
ミ
オ
グ
ロ
ビ

ン
の
量
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
ミ
オ

グ
ロ
ビ
ン
が
多
い
と
赤
み
が
強
く
な
り
、

ヘ
ム
鉄
も
多
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
肉
の

赤
い
色
が
淡
い
豚
肉
ロ
ー
ス
と
比
べ
、
肉

の
赤
い
色
が
濃
い
牛
肉
ロ
ー
ス
の
方
が
ヘ

ム
鉄
の
量
は
多
い
の
で
す
。

ヘ
ム
鉄
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
る
遊
離
鉄
と
比
べ
て
、
吸
収

率
が
二
〜
十
倍
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
遊
離
鉄
は
、
お
茶
や
加
工
食
品
に

含
ま
れ
る
成
分
の
影
響
で
、
吸
収
率
が
下

が
り
ま
す
が
、
ヘ
ム
鉄
は
そ
の
影
響
を
受

け
な
い
か
ら
で
す
。
鉄
欠
乏
性
貧
血
を
予

防
す
る
に
は
、
鉄
分
不
足
を
サ
プ
リ
メ
ン

ト
で
補
う
よ
り
も
、
牛
肉
の
赤
身
を
食
べ

る
方
が
効
果
的
で
す
。
ぜ
ひ
献
立
に
取
り

入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

五五島島産産素素牛牛評評価価UUPP
―第39回九州管内系統和牛枝肉共励会―

高高高高高高高高高高値値値値値値値値値値続続続続続続続続続続くくくくくくくくくくせせせせせせせせせせりりりりりりりりりり市市市市市市市市市市
―平成27年9月期せり市―

前回比
（％）
106．3
102．0
104．3

平均体重
（㎏）
258
280
270

㎏単価
（円）
2，323
2，620
2，489

平均価格
（円）
599，066
734，772
672，220

最高価格
（円）
852，120
918，000
918，000

落札価格
（円）

130，907，000
187，775，000
318，682，000

売却
（頭）
237
276
513

性別
メス
去勢
合計

お
肉
を
食
べ
て
健
康
に
！

貧
血
予
防
は
牛
肉
の
赤
身
に
お
任
せ

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
応
用
生
命
科
学
部
教
授
●
西
村

敏
英

平成27年9月せり市成績表（子牛）

高値取引となったせり市
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当
Ｊ
Ａ
は

出
荷
先
で
あ

る
甘
利
香
辛

食
品
株
式
会

社
を
招
き
、

今
年
度
試
験

栽
培
し
て
い

る
ト
ウ
ガ
ラ

シ
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

視
察
に
は
県
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
も
同
行
し
生

育
状
況
や
収
穫
後
の
乾
燥
具
合
を
確
認
し
ま
し

た
。栽

培
面
積
の
ほ
と
ん
ど
が
新
上
五
島
町
、
全

体
で
一
〇
㌃
程
度
、
一
九
戸
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。
地
質
を
鑑
み
て
同
地
区
で
の
栽
培
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
訪
れ
た
四
カ
所
の
圃
場
で

は
生
育
状
況
に
大
き
な
差
が
で
て
い
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
定
植
時
期
の
遅
れ
も
あ
っ
て
期
待
し

た
収
量
確
保
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
八
年
ほ
ど
前
に
一
度
、

同
地
区
（
新
上
五
島
町
）
で
栽
培
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
当

時
と
は
出
荷
基
準
が
異
な
る
な
ど
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

状
況
。
次
年
産
は
今
年
産
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
量
確
保

に
向
け
検
討
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
九
月
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
福
江
支
店
二

階
に
て
「
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
校
書
道
コ
ン

ク
ー
ル
」
Ｊ
Ａ
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。「
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
共
済
事
業
の
相
互
扶
助
・

思
い
や
り
の
精
神
を
、
次
代
を
担
う
小
・
中
学

生
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の

書
写
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
、
小
学
生

半
紙
の
部
一
九
五
一
点
、
条
幅
の
部
一
四
七
点
、

中
学
生
半
紙
の
部
一
四
五
〇
点
、
条
幅
の
部
四

七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
会
で
は
外

部
よ
り
三
名
の
有
識
者
を
審
査
員
と
し
て
招
き
、

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
Ｊ
Ａ
代
表
と

し
て
選
出
さ
れ
た
作
品
は
県
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出

品
さ
れ
、
県
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
作
品
は
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
へ
出
品
さ
れ
ま
す
。
一
昨
年
は
最
優

秀
賞
に
あ
た
る
農
林
水
産
大
臣
賞
が
当
Ｊ
Ａ
よ

り
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
講
評
と
し
て
審
査
員
の
江
頭
久
美

先
生
は
「
全
体
的
に
質
が
高
く
、
よ
く
書
き
込

ん
で
い
る
な
と
い
う
印
象
。
指
導
者
の
個
性
が

良
い
形
で
出

て
い
た
。
一

昨
年
の
結
果

に
匹
敵
す
る

よ
う
な
作
品

が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か

と
思
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
八
月
三
十
一

日
か
ら
平
成
二
十
七
年
産

早
期
米
の
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
管
内
の
本
年
産

早
期
米
は
、
栽
培
面
積
一

四
六
㌶
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
一

三
六
㌶
・
つ
や
姫
一
〇

㌶
）、
収
量
は
約
一
六
五

㌧
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
三
五

㌧
・
つ
や
姫
三
〇
㌧
）
の
見
込
み
。

生
育
状
況
は
、
分
け
つ
最
盛
期
の
低

温
・
日
照
不
足
に
よ
り
有
効
分
け
つ
数

が
十
分
確
保
で
き
ず
、
登
熟
期
の
八
月

上
旬
以
降
は
高
温
障
害
が
発
生
し
ま
し

た
。検

査
員
は
粒
の
大
き
さ
や
形
、
水
分

量
な
ど
を
測
定
し
、
等
級
を
判
断
。
検

査
を
行
っ
た
検
査
員
は
「
今
年
産
早
期

米
は
、
日
照
不
足
・
高
温
障
害
の
影
響

も
あ
る
が
、
前
年
並
み
の
品
質
と
い
え

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
、
厳
正
な
検
査

と
直
営
の
精
米
施
設
（
岐
宿
町
）
で
精

米
を
行
う
こ
と
で
、
質
の
良
い
五
島
産

米
の
販
売
を
行
う
方
針
で
す
。

力力力力力力力力力力作作作作作作作作作作ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞろろろろろろろろろろいいいいいいいいいいのののののののののの審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査会会会会会会会会会会
―平成27年度「JA 共済小・中学校書道コンクール」JA 審査会―

鮮やかな赤、試験栽培中
―トウガラシ視察―

前前前前前前前前前前前年年年年年年年年年年年並並並並並並並並並並並みみみみみみみみみみみののののののののののの品品品品品品品品品品品質質質質質質質質質質質維維維維維維維維維維維持持持持持持持持持持持
―平成27年産早期米検査―

生育状況を確認

厳正な審査が行われる
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青年部親睦スポーツ大会
－ソフトボール－

開 催 日 平成27年9月25日
と こ ろ 中央公園多目的広場
試合経過 決勝戦は三井楽・西部支部が2回に2点を先制。4回、崎山支部が連打で3点

を挙げ逆転するも、6回に三井楽・西部支部が一挙6得点で勝負あり。

食食農農教教育育 盈進小学校ソバ種蒔き
9月10日、当ＪＡ青年部は五島市立盈進小学校の
5・6年生（14名）とともにソバの種蒔きを行いま
した。収穫が楽しみです。

親睦ソフトボール大会
青年大会の前日（9月6日）に開催されま
した。

三
井
楽
・
西
部

支
部
が
優
勝

第4位 富江支部第3位 本山支部

当ＪＡ青年部、攻撃中
（諫早市の県立総合運動公園野球場にて）

準優勝 崎山支部

優
勝
し
た
三
井
楽
・
西
部
支
部

最
優
秀
選
手
賞
の
吉
川
さ
ん
（
写
真
一
列
目
左
か
ら
二
番
目
）

県ＪＡ青年部
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こ
ん
に
ち
は
、
私
は
去
年
か
ら
長
崎
県
の
五
島
列
島
で
農
業
を

始
め
た
、
出
口
翔
で
す
。
五
島
列
島
は
美
し
い
海
に
囲
ま
れ
、
海

水
浴
と
釣
り
の
穴
場
に
な
っ
て
い
る
、
日
本
で
一
番
ガ
ソ
リ
ン
が

高
い
島
で
す
。

私
は
現
在
、
両
親
が
経
営
す
る
タ
バ
コ
農
家
を
手
伝
い
な
が
ら

レ
タ
ス
と
高
菜
の
栽
培
、
経
営
を
し
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
繁
忙

期
は
春
、
夏
で
、
レ
タ
ス
、
高
菜
は
秋
、
冬
が
忙
し
く
休
む
ヒ
マ

が
あ
ま
り
な
い
の
で
両
親
に
は
早
く
引
退
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

な
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
野
菜
だ
け
で
家
族
と
両
親
を
養
っ

て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
、
私
は
高
菜
の
従
来
の

栽
培
方
法
を
改
善
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
と
で

す
が
、
全
面
施
肥
か
ら
側
条
施
肥
に
変
え
る
こ
と
に
よ
る
肥
料
代

の
削
減
と
、
ば
ら
撒
き
育
苗
か
ら
セ
ル
ト
レ
イ
育
苗
へ
変
え
る
こ

と
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
で
す
。
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
取
り
組
み
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
突
拍
子
も
な
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
な
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
も
そ
も
私
が
農
業
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
遥
か
二
十
年
も

前
の
こ
と
で
す
。
両
親
が
農
家
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
両
親
と
一
緒

に
農
作
業
を
し
て
い
て
物
心
が
つ
く
こ
ろ
に
は
、
自
分
も
農
業
を

す
る
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
農
作
業
は
辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
大
き
な
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
か
ら
で
す
。

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
作
業
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
経
営
に

も
強
く
魅
力
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。
自
分
も
農
業
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
、
親
に
頼
り
き
り
の
経
営
で
は
な
く
、
独
立
し
た
一
人
前

の
農
業
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
決
心
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
親
元

を
離
れ
本
土
に
あ
る
諫
早
農
業
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

高
校
の
寮
で
出
会
っ
た
同
級
生
と
互
い
の
理
想
の
農
業
、
農
業

の
現
状
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
実
験
、
研
究
な
ど
で
切
磋
琢
磨
し
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
休
み
の
日
や
学
校
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
友
人
と
二
人
で
青
果
店
に
話
を
聞
き
に
行
っ
た

り
、
農
家
に
バ
イ
ト
を
し
に
行
っ
た
り
、
自
分
た
ち
だ
け
で
栽
培

し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
茹
で
て
パ
ッ
ク
詰
め
し
、
町
で
売
り
歩
い

て
小
遣
い
稼
ぎ
を
し
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
福
島
の
総
合
農
園
に
バ
イ
ト
を
し
に
行
き
ま

し
た
。
多
種
多
様
な
野
菜
の
栽
培
を
教
え
て
頂
き
、
経
営
戦
略
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
帰
り
に
そ
こ
の
農
家
に
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
東
京
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
バ
イ
ト
を

し
て
流
通
の
末
端
、

野
菜
の
最
終
的
な
使

わ
れ
方
、
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
を
勉
強

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
時
に
日
本
の
食

料
自
給
率
の
低
さ
、

日
本
の
弱
さ
を
強
く

感
じ
、
自
分
は
野
菜

を
作
っ
て
少
し
で
も

食
料
自
給
率
の
向
上

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

農
業
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
私
は
自
分
の
知
識
と
経
験
に

全
く
満
足
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
卒
業
後
、
自
分
の
引
き

出
し
作
り
の
旅
に
出
ま
し
た
。
最
初
は
群
馬
県
の
北
軽
井
沢
で
高

原
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
に
働
き
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
農

家
は
た
っ
た
の
八
人
で
粗
収
入
を
一
億
円
ほ
ど
上
げ
て
い
る
農
家

で
す
。
こ
こ
で
仕
事
の
段
取
り
、
労
働
者
の
効
率
的
な
動
か
し
方
、

雇
用
す
る
こ
と
の
意
義
な
ど
、
数
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
約
二
年
間
、
日
本
の
先
進
農
家
を
渡
り
歩
き
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
地
元
に
帰
っ
て
農
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い

た
時
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
加
入
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
間
を
騒
が

せ
ま
し
た
。
私
は
激
し
く
動
揺
し
ま
し
た
。
日
本
各
地
の
先
進
農

家
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
知
識
が
私
の
自
信
と
な
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。
こ
れ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
入
す
る
の
に
、
果
た
し
て
日
本
の

農
業
は
太
刀
打
ち
で
き
る
の
か
。
そ
の
不
安
は
無
知
故
に
来
る
も

の
だ
と
考
え
、
単
身
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
く
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
選
ん
だ
理
由
は
、
食
料
自
給
率
二
〇
〇
％
。

中
国
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
三
番
目
の
輸
入
相
手
国
。
食
の
安
全

や
政
治
の
関
係
で
日
本
人
消
費
者
の
中
国
、
ア
メ
リ
カ
離
れ
は
加

速
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
が
増
え
る
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

日
本
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
規
模
の
農
家
、
一
〇
〇
人
以
上
雇
用
し

て
い
る
農
家
、
倒
産
し
て
給
料
を
払
わ
ず
に
逃
げ
る
農
家
、
数
多

く
の
農
家
で
働
い
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
妻
と
出
会
い
、
結
婚
し
て
長
男
を
授
か
り
ま
し
た
。
今

の
私
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
、度
胸
、が
私
の
農
業
に
対
す
る
自
信
と
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
農
業
経
営
の
理
念
は
、
安
心
で
き
る
農
産
物
の
供
給
、
諸

外
国
に
負
け
な
い
農
業
形
態
を
作
る
こ
と
、
食
料
自
給
率
向
上
へ

の
貢
献
、
雇
用
の
拡
大
に
よ
る
地
域
復
興
、
農
業
に
よ
る
収
入
を

上
げ
て
若
者
た
ち
に
農
業
経
営
へ
の
関
心
、
憧
れ
を
持
っ
て
も
ら

い
、
次
世
代
の
農
業
の
担
い
手
を
発
掘
、
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
日
本
の
農
業
の
革
新
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
安
心
で
き
る
農
産
物
の
供
給
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
日
本
の
農
薬
使
用
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
お
け
ば
特
に
問

題
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
付
加
価
値
を
付
け
る
意

味
で
、
特
別
栽
培
や
無
農
薬
栽
培
に
取
り
組
む
の
も
一
つ
の
手
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
諸
外
国
に
負
け
な
い
農
業
形
態
を
い
か
に
作
り
上
げ
て

行
く
か
、
で
す
。
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
が
、
私
は
日
本
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
農
業
に
真
剣
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
も
、
憎
き
敵
と
は
考
え
ず
、
最
善
を
尽
く
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
、
自
然
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
武
器
と
弱
点
も

理
解
で
き
ま
す
。
諸
外
国
の
武
器
は
み
な
さ
ん
も
御
存
知
の
通
り
、

広
大
な
圃
場
で
す
。
あ
る
程
度
、
集
約
的
な
農
業
で
あ
れ
ば
恐
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
広
い
だ
け
で
す
。
小
さ
い
圃
場
で

効
率
よ
く
機
械
と
自
分
含
め
労
力
を
動
か
せ
れ
ば
、
大
き
な
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
私
た
ち
経
営

者
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
難
し
い
で
す
。
大
変
で
す
。
で
す
が
、

無
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
目
で
、
何
人
も
そ
う
い
う
経

営
者
を
見
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
業
を
支
え
て
い
る
の
は
、
広

大
な
土
地
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
多
く
の
外
国
人
労
働

者
で
す
。
な
ぜ
、
外
国
の
若
者
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
家
で
働

く
の
か
、そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
賃
金
の
高
さ
に
加
え
、ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ
の
延
長
シ
ス
テ
ム
に
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
農
家
な
ど
で
三
カ
月
以
上
働
く
と
セ
カ
ン
ド
ビ

ザ
と
い
っ
て
、
さ
ら
に
一
年
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
で
き

る
と
い
う
制
度
が
あ
る
か
ら
で
す
。
日
本
政
府
も
こ
れ
に
な
ら
っ

て
、
セ
カ
ン
ド
ビ
ザ
の
制
度
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
日
本
人
の
就
職
難
、
治
安
の
悪
化
な
ど
、
多
大
な
リ
ス

ク
が
伴
い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
も
聞
き
あ
き
た
言
葉
か
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
の
時
代
で
す
。
企
業
で
さ
え
雇

用
の
確
保
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
ご
時
世
に
、
一
農
家

が
若
い
労
力
を
確
保
す
る
こ
と
は
更
に
困
難
に
な
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

次
に
雇
用
に
つ
い
て
で
す
。
な
ぜ
、
日
本
の
農
業
は
雇
用
に
消

極
的
な
の
か
。
そ
れ
は
保
守
的
な
国
民
性
と
、
労
働
者
の
安
定
し

た
勤
務
日
数
の
確
保
の
難
し
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
民
性
に

つ
い
て
は
、
私
た
ち
若
い
世
代
の
農
業
者
が
変
え
て
い
く
他
に
な

い
と
思
い
ま
す
。
労
働
者
の
安
定
し
た
勤
務
日
数
を
確
保
し
て
い

く
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
隣
の
農
家
と
労
働
者

を
共
有
す
る
だ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
信
頼

関
係
、
協
力
関
係
、
明
確
か
つ
柔
軟
な
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
不
可

欠
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
農
家
に
は
、
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
。

私
は
、
協
力
が
一
番
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
の
父
の
口
癖

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
農
業
の
1
＋
1＝

2
で
は
な
く
、
3

に
も
4
に
も
な
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
そ
の
意
味
は
一
人
で
や

る
作
業
を
二
人
で
や
る
と
効
率
は
倍
で
は
な
く
、
三
倍
に
も
四
倍

に
も
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ひ
ね
く
れ
者
の
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、

農
業
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
し
、
下
手
を
し
た
ら
マ
イ
ナ
ス
に

も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
さ
て
置
い
て
、
私
は
父
の
意
見

に
賛
同
し
て
い
ま
す
。
隣
の
農
家
の
収
入
を
気
に
す
る
ヒ
マ
が

あ
っ
た
ら
、
隣
の
農
家
と
協
力
す
べ
き
で
す
。
機
械
、
労
働
力
、

畑
、
情
報
な
ど
、
共
有
し
て
お
互
い
の
利
益
に
繋
が
る
こ
と
を
自

分
か
ら
始
め
る
勇
気
。
ア
ン
テ
ナ
を
い
っ
ぱ
い
に
伸
ば
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
農
業
で
楽
し
く
収
入
を
上
げ
て
、
私
た
ち
よ
り
若
い
世

代
の
人
た
ち
が
農
業
へ
の
関
心
、
憧
れ
を
抱
け
る
日
本
の
農
業
を

創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

最
後
に
、
私
が
農
業
を
し
て
い
る
一
番
の
理
由
は
農
業
が
大
好

き
だ
か
ら
で
す
。

生
意
気
な
意
見
発
表
を
ご
清
聴
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
し
、
私
の
考
え
に
共
感
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
が
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
か
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
、
日
本
の
農
業
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
！

9月7日に開催されたＪＡ青年大会において当ＪＡ青年部富江支部の出口翔さんが主張発表をしました。
題目：引き出しと自発的行動と協力者と ※全文掲載

ＪＡ青年の主張発表

主張発表する出口さん
（諫早観光ホテル「道具屋」にて）
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Aコープ浦桑店だより

当
Ｊ
Ａ

本
山
支
店

管
内
の
㈱

五
島
パ
プ

リ
カ
で
は

夏
秋
期
の

パ
プ
リ
カ

が
夏
場
の

最
盛
期
を

終
え
、
来

た
る
秋
の

最
盛
期
を

控
え
て
い

ま
す
。
赤
色
パ
プ
リ
カ
は
ア
ル
テ
ガ
な
ど

三
種
、
黄
色
は
ダ
ン
ダ
ン
な
ど
二
種
を
栽

培
。
肉
厚
で
甘
み
の
強
い
パ
プ
リ
カ
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。

㈱
五
島
パ
プ
リ
カ
の
園
山
吉
弥
社
長
は

「
今
年
産
は
病
の
発
生
も
あ
っ
た
が
、
肉

厚
で
甘
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

十
月
頃
か
ら
は
重
量
感
と
甘
み
を
増
し
た

パ
プ
リ
カ
と
な
る
」
と
話
す
。

夏
場
の
パ
プ
リ
カ
は
早
熟
で
、
秋
か
ら

収
穫
さ
れ
る
も
の
と
比
べ
、
小
ぶ
り
で
糖

度
は
少
し
低
い
と
い
う
。
そ
れ
で
も
糖
度
は
八
度
で
、

今
後
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
今
年
産
夏
秋
期
の
パ
プ

リ
カ
は
二
月
末
ま
で
の
収
穫
で
一
八
万
玉
の
出
荷
を
計

画
。
今
後
は
秋
冬
期
の
パ
プ
リ
カ
も
作
付
け
し
、
年
間

を
と
お
し
て
出
荷
し
た
い
考
え
で
す
。

主
に
長
崎
市

や
北
九
州
市
な

ど
の
市
場
へ
出

荷
さ
れ
る
が
、

Ｊ
Ａ
の
直
売
所

産
直
市
場
「
五

島
が
う
ま
い
」

で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

19周年大誕生祭を計画中！
11月1日で開店19周年を迎えることとなり、毎年恒例となっている大誕生祭を10月下旬に開催予定
です。誕生祭期間中は、お買い得商品を多数ご用意し、また日替イベントを実施しますので、皆様の
ご来店を心よりお待ちしております。

重重量量感感とと甘甘みみをを増増すすパパププリリカカ
―パプリカ出荷―

※
写
真
は
昨
年
開
催
時
の
様
子
で
す

ごとう 10
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新鮮食材で楽しくクッキング

梨とハクサイのサラダ

みずみずしくて甘い梨＆フレッシュなハクサイ、この季節ならではのパリパリサラ
ダです。白菜は芯に近い、白っぽい部分の方がこのサラダには向いています。もっと
甘口がお好きな方は、みりんの代わりに蜂蜜をご使用ください。

材料（2人分） 1食当たり約85kcal
梨…………………………1個
ハクサイ ………………100g
大葉………………………3枚
いりごま…………………少々

ドレッシング
梅干し…………………1個
しょうゆ…………小さじ1
みりん……………小さじ1
水…………………小さじ1
EVオリーブ油 …小さじ1
酢…………………大さじ1

作り方
⑴ ハクサイは長めの太千切り、梨は皮をむき太千切り、大

葉は千切りにする。
⑵ ⑴を皿に盛り付け、10分ほど冷やしておく。
⑶ 梅干しの種を除き、スプーンなどでつぶしてから、ドレッ

シングの材料全てを混ぜ合わせる。
⑷ 食卓でいただく際にドレッシングといりごまを回し掛け

る。

イワシのかば焼きご飯・焼き野菜添え

脂が乗ったイワシやサンマのかば焼き丼は、ウナギに負けないおいしさです。独特
の臭みは油でしっかり焼くと取れますので、蜂蜜入りのたれをたっぷりと絡ませ、焼
き野菜と共にお召し上がりください。

材料（2人分） 1食当たり約475kcal
イワシ……………………3尾
ナス………………………1本
シイタケ…………………4枚
レンコン…………………4枚
小麦粉……………………少々
ごま油………………小さじ2

調味料
しょうゆ…………大さじ2
酒…………………大さじ2
みりん……………大さじ2
蜂蜜 ……………大さじ1／2

ご飯………………………1膳
ショウガ…………………少々
粉さんしょう……………少々

作り方
⑴ 新鮮なイワシは手で開き、中骨を除き、3枚におろす。
⑵ ナスとレンコンは輪切り、シイタケは石突きを取る、ショ

ウガは千切りにする。
⑶ イワシの水分をキッチンペーパーで拭き取り、小麦粉を

まぶす。
⑷ フライパンにごま油を敷き、ナス・レンコン・シイタケ

を焼き、焼けた物から取り出す。
⑸ ⑷のフライパンでイワシの身側を焼き、軽く焦げ目が付

いてから皮側もよく焼き、取り出す。
⑹ ⑸の油を拭き取り、調味料を加えて再度火をつけイワシ

を戻し、弱火でひっくり返しながらたれを絡ませる。
⑺ 器にご飯を盛り⑹のたれを少々掛け、焼いた野菜とイワ

シを載せたれを全部掛ける。ショウガと粉さんしょうを
添える。

料料理理研研究究家家
波波多多野野充充子子
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年金友の会ゲートボール大会開催
当
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
九

月
十
日
、
五
島
市
下
大
津
町

の
大
津
み
な
と
公
園
に
て
第

十
三
回
Ｊ
Ａ
ご
と
う
年
金
友

の
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は

二
十
三
チ
ー
ム
一
三
六
名

（
同
会
の
六
十
歳
以
上
の
会

員
）
が
参
加
、
最
高
齢
は
九

十
五
歳
で
し
た
。

競
技
に
先
立
ち
同
会
の
村

尾
義
和
会
長
は「
毎
年
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
今

日
は
頂
点
を
目
指
し
て
、
け

が
の
無
い
よ
う
に
、
ま
た
十

分
に
水
分
補
給
し
な
が
ら
最

後
ま
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

大
会
参
加
チ
ー
ム
は
同
会

各
支
部
の
選
考
会
を
勝
ち
抜

く
な
ど
し
た
代
表
チ
ー
ム
。

僅
差
で
勝
敗
が
分
か
れ
、
好

プ
レ
ー
に
は
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
通
り
。

▽
優
勝＝

下
大
津
会
チ
ー
ム

（
大
津
支
部
）
▽
準
優
勝＝

年
輪
会
チ
ー
ム
（
木
場
支

部
）
▽
三
位＝

奥
浦
チ
ー
ム

（
奥
浦
支
部
）
▽
敢
闘
賞＝

七
岳
会
チ
ー
ム
（
山
内
支

部
）

1
報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過

と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
八
月

末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五

島
が
う
ま
い
」
八
月
末
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
七
年

九
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況

に
つ
い
て

報
告
№
5

平
成
二
十
七
年

八
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ

い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
七
年

度
長
崎
県
和
牛
共
進
会
五
島

地
区
代
表
選
考
会
の
開
催
に

つ
い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
七
年

度
「
早
期
米
」
の
買
取
価
格

に
つ
い
て

報
告
№
8

貸
付
金
の
実
行

に
つ
い
て

報
告

そ
の
他

①
平
成
二
十
七
年
度
下
半
期

理
事
会
の
開
催
日
程
に
つ
い

て2
議
案
事
項

議
案
№
1

固
定
資
産
取
得

に
つ
い
て

①
Ｊ
Ａ
ご
と
う
賃
貸
牛
舎
新

築
工
事
に
つ
い
て

②
崎
山
給
油
所
改
修
工
事
に

つ
い
て

③
若
松
支
店
改
修
工
事
に
つ

い
て

議
案
№
2

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
に
伴
う
規
程
等
の

整
備
に
つ
い
て

①
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一

部
改
定
に
つ
い
て

②
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程

の
新
設
に
つ
い
て

③
職
員
個
人
情
報
取
扱
規
程

の
一
部
改
定
に
つ
い
て

議
案
№
3

介
護
事
業
運
営

規
程
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

議
案
№
4

種
子
麦
問
題
の

取
扱
に
つ
い
て

議
案

そ
の
他

平
成
二
十
七
年
度
第
六
回
理
事
会

●
平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日
㈫
開
催

優勝 下大津会チーム

第3位 奥浦チーム準優勝 年輪会チーム
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編
集
後
記

コンテナ返却願います。
慢性的なコンテナ不足です。
使用後は返却。目的外の使用をしないで下さい。

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

今
月
号
は
誌
面
掲
載
の
と
お

り
青
年
部
・
女
性
部
の
イ
ベ
ン

ト
、
県
共
進
会
五
島
地
区
代
表

牛
選
考
会
の
開
催
が
下
旬
と

あ
っ
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
編
集

作
業
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
事

前
に
誌
面
上
の
配
置
な
ど
を
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
思
い
通

り
に
は
な
か
な
か
い
き
ま
せ
ん
。

特
に
女
性
部
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
大
会
は
室
内
か
つ
動
き
の
あ

る
被
写
体
と
い
う
こ
と
で
、
私

の
写
真
技
術
で
は
非
常
に
難
し

く
、
女
性
部
の
魅
力
・
楽
し
さ

が
十
分
に
伝
わ
っ
た
の
か
な
？

と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
技
術
や
文
章
能
力
が
急

激
に
成
長
す
る
こ
と
は
望
め
ま

せ
ん
が
、
向
上
心
を
忘
れ
ず
、

五
島
農
業
の
魅
力
を
十
二
分
に

発
信
で
き
る
よ
う
、
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。（

竹
山

幸
弘
）
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